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	応用
	抗原情報
	背景
	核内受容体相互作用タンパク質1（NRIP1）は、核内受容体のホルモン依存性活性化ドメインAF2と特異的に相互作用する核タンパク質です。RIP140としても知られるこのタンパク質は、エストロゲン受容体の転写活性を調節します。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：NRIP1の遺伝的変異は、子宮内膜症の素因となる可能性があります。,ドメイン：核内受容体に対する親和性の異なる9つのLeu-Xaa-Xaa-Leu-Leu（LXXLL）モチーフを含みます。C末端のLTKTNPILYYMLQKモチーフは、RAARおよびRXRBホモダイマーおよびヘテロダイマーとのリガンド依存的な相互作用、コリプレッサー活性、およびRARA/RXRBとのHDAC3複合体の形成に必要です（類似性による）。少なくとも4つの自律的抑制ドメイン（RD1-4）を含みます。 RD1 はヒストン脱アセチル化酵素 (HDAC) 非依存的なメカニズムで機能しますが、RD2、RD3、および RD4 は細胞の種類に応じて、HDAC 依存的または非依存的なメカニズムで機能します。RD2 は CTBP 結合に依存します。,機能:NR3C1、NR3C2、ESR1 などのステロイド受容体による転写活性化を調節します。また、核ホルモン受容体による転写抑制も調節します。,PTM:アセチル化は、その核移行および共抑制活性を制御します (類似性による)。アセチル化は CTBP1 との相互作用を無効にします。リン酸化は YWHAH との相互作用を強化します。,細胞内局在:個別の焦点に局在し、リガンド結合 NR3C1 に結合すると、より大きな核ドメインに再分布します。,サブユニット:リガンドの非存在下で NR2C1 のリガンド結合ドメイン (LBD) と相互作用します。リガンド存在下でRARAおよびRXRBホモ二量体、ならびにRARA/RXRBヘテロ二量体と相互作用する。N末端ドメインを介してHDAC1およびHDAC3と相互作用する（類似性による）。CTBP1、CTBP2、ESR1、HDAC1、HDAC2、HDAC5、HDAC6、NR3C1、NR3C2、YWHAH、JUN、FOSと相互作用する。NR3C1およびYWHAHの両方と複合体を形成する。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	293TのアセチルRIP140（K158）抗体を用いたウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈した。二次抗体は1:20000に希釈した。

